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関東平野西縁 加治丘 陵に 分布する下部更新統

　　　　　　仏子層下部の層相 と古環境
＊

関東平野西縁丘陵団体研究グル ー プ
＊ ＊

Facies　and 　paleoenvironment　of 　the　lower　part　of　the　Bushi　Formation　from　Kaji　Hill
，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　on 　the　westem 　Kanto　Plain＊

Collaborative　Reserch　Group　for　Geology　of 　the　Western　Hills　of 　the　Kanto　Plain＊＊

Abstract　The　Hanno　Formation，　Bushi　Formatjon　a皿d　Toyooka 　Formation　are　distributed　on　Kaji　HiTl
，
　a　hill

on 　the　weste ” i　edge 　ofthe 　Kanto　Plain
，
　central 　Japan，　Thc　Lower 　Pleistocene　Bushi　Formation　is　composed 　of

silt，　sandstone ，　and 　conglomerate ，　as　well 　as　interbedded　tephra．　The　authors 　carried 　out 　a　study 　of 　the　lower

part　of 　the　Bushi　Formation，　dividing　it　into　Units　1　to　5　in　ascendi 且g　erder，　based　on　erosional　suエface，　facies，
scdimentary 　structure，　and 　fbssils．　And　after 　examination 　of 　seven 　key　tephra　beds

，
　the　va エiations　in　f』cies　of

each 　unit　were 　recognized ，　 Ullit　l　was 　deposited　in　tidal且at　and 　swamp ，　Unit　2　were 　va エious　sedimcntary

e胛 iron皿 ents，Unit　3　was 　dcposited　in　cstUary 　and 　tidal且at，　while 　Unit　4　was 　deposited　by　braided　strcams ，　the

wcsteni 　area 　ofUnit 　5　has　alluvial 　fan　sedjrnents ，　while 　on　the　east 　there　are　swamp 　or　marsh 　sed ．iments．

　 Unit　2　is　fUrther　divided　into　four　subunits ；2−a　to　2−d　in　ascending 　order ，　Unit　2　begins　with 　braided　river

and 　swamp 　facies　of 　Subunit　2−a ；progresses　to　the　estUary 　and 　tidal　flat　facies　of 　Subunit　2−b；出ough 　the

ravinemcnt 　surface ；thcn　the　Subunit　2−c −Gravel　with 　rounded 　cobble− atransgressive 　lag，　and 　finishes　with

littoral　facics　of 　Subunit　2・d．　Therefbre，　Unjt　2　was 　deposited　under 　the　strong 血且uence 　ofasea −level　change ，

The　transgression　which 　breught　this　was 　probably　the　first　large−scale　trallsgression　a丘er山e　depositien　ofthe

Hanno　Forniation．　Based　on 　the　results 　of 　fission　track　dating　of 　the　tephエa
，
　and 　comparison 　of　the　strata　at

eaeh 　locatien，　the　age　ofthis　transgression　is　about 　2、OMa．

Ke7 　PVords’Lower　Pleistocene，　westem 　Kanto　Plain，　Bushi　Forrnation，　 tephra，　paleoenvironment，　ravinement 　surface ，

　　　　　　 tranSgressive 　lag

は じめに

　東京都か ら埼玉 県 にか けて の 関東平野西縁部 に分布する多

摩 ・加住 ・草花 ・狭山 ・加治 ・高麗 ・毛呂山などの 丘陵は関

東平野西縁丘 陵 と総称 され る （第 1図）．こ れ らの 丘 陵の 宅

体をなして い る地層は下部更新統とされ，多摩丘陵西部で は

礫層 （河川性）→泥層 （干潟 ・汽水内湾性）→砂層 （海浜 ・

浅海性）と い う堆積サ イ ク ル が 6 回認め ら れ る （高野

1994）．一
方，加住丘陵 より北 の 丘陵で は中古生界の 基盤岩

類 を不整合に お お う礫層を主体とす る 陸成層か ら なっ て い

る．礫層は各丘陵ご とに加住礫層，大荷 田礫層，飯能礫層 （福

田 ・高野 1951；羽鳥 ・寿円 1958）な ど と よば れて い る．竹

越 ほ か （1979）は，これらの 礫層を飯能礫層 と総称 し，下部

層と上部層に 区分 した．こ れ らの地 層 は，関朿堆積盆 地 縁辺

部 にお け る堆積過程 古環境 の 解析，後背地 の 隆起過程を解

明する上で 重要で あ る．

　筆者 らは 1990年以来，関東平野酒縁丘陵地域 の 鮮新
一
更

新統の 層序・構造・堆積年代・古環境の 解明をめ ざして 調査・

研究をすすめて きた，こ の な か で加住丘陵地域 に お い て，加

住礫層下部層 とその 基盤岩類の 分布形態，加住礫層下部層堆

積時の古環境などを明らか に し，FT 年代や産出化石 の検討

か ら，加住礫層下部層 の 堆積年代が，従来の 見解 よ り古くな

り，鮮新世末 に 限定 され る こ とを報告 した （関東平 野 西縁丘

陵研究グル
ー

プ 1995），
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第 1 図　位置 図 （調査地域は口の 範囲）

Fig．1　Location 　map ，　box　indicates　study　area

　その 後，筆者 らは調査地域を加治丘陵・毛呂山丘陵に 広げ，

基盤岩類の 中古生界と飯能礫層との 不整合の 分布や 形態につ

い て の 研究 を進めて きた （関東平野西縁丘陵団研 グ ル
ー

プ

1999），一一一
方，こ れ ら と並 行 して 筆者 の

一
人 で ある 正 田 は，

飯能礫層下部層に含まれ る テ フ ラの 広域対比か ら飯能礫層下

部層 の 堆積年代が 2．9Ma まで さかの ぼ る こ と を明らかにし

た （正田 ほ か 2005）．筆者らは飯能礫層基底の 不整合の 形成

過程や その 年代，それ に ひ きつ づ く山地側の 隆起過程，すな

わち飯能礫層上部層の 堆積過程を知 る上で は，飯能礫層の 堆

積年代の 認定が重要と考えてい るが，飯能礫層上 部層は年代

を示す資料が乏しい ．その ため，飯能礫層に整合に重な り化

石 や テ フ ラ の 豊富 な仏子層 （福田 ・高野 1951；堀 口 ほ か

1977；植木 ・酒井 2007）に着目 し，2006 年以降は加治丘 陵

に 分布する 仏子層 の 調査 をすすめ て い る．

　本論で は，新し く得られ た データ を もとに，仏子層下部 （堀

ロ ほ か （1977）の A 部層か らC 部層） を，堆積過程を考慮

した視点か ら検討した，その 結果，仏子層下部は 5 つ の ユ ニ

（14）

ッ トに区分 され る こ とが わか っ た．また，仏子層下 部中に ラ

ビ ン メ ン ト面お よび その 上位 に重 なる海進 ラ グ （フ ィ
ー

ル ド

ネーム
’t
ころ こ ろ石

”
）の存在を確認 した （関東平野西縁丘

陵団体研究グル
ープ 2007；久津間 ・関東平野西縁丘陵団体

研究 グ ル
ープ 2008）．これをもたらした海進は，飯能礫層堆

積後最初 の 大規模海進の 可能性 が あり．こ の 海進 の 年代 は テ

フ ラの FT 年代測定と各地 との 対比 の 結 果 を 総合す る と，

2，0Ma こ ろ に なる こ とが判明したの で報告す る．

　また，後で 詳しく述べ る ように仏子層下部中に鍵テ フ ラ とな

る AZUe90 ，　 AZU100 ，　 AZU150 ，　 AZU200 ，　 AZU250 ，　 AZU300 ，

AZU400 を認定したの で併せ て報告する．

研究史

　堀 冂 ほ か （1977）は仏子粘土 層 （福 田 ・
高野 1951）と よ

ばれ て い た地層を，入間川沿い で の 精度の 高い 調査に もとづ

き，はさまれる 4枚 の 礫層に着 目して下部よりA か らE の

5 つ の 部層に区分し仏子層として再定義した．入間川流域で

の 仏子層の 全層厚は 1ユ3m で，走向は NS 〜NNW ・SSE で，

東へ 2〜3°傾斜して い る と した．

　仏子層からは こ れまで に 豊富な化石が産出 してお り，化石

の 記載や古環境解析 などの 研究がすすめ られて きた．代表的

な もの は Stegodon　aurorae の 体化石 （堀口 ほ か 1977；坂本ほ

か 1988），化石林 （笹井化石林グ ル ープ 1984），貝化石 （小

幡 1997），生痕化石 （小幡ほ か 1991），足跡化石 （入間川足

跡化石発掘調査団 1993），花粉化石 （楡井 1992，1995），珪

藻化石 （入間市加治丘陵自然環境調査研究会 1991；入冏川

足跡化石発掘調査団 1993，1995，2003），昆虫化石 （林 1996

；Hayashi　l997，1999）などで あ る．

　本地域 にお い て，植木 ・酒井 （2007）は従来の研究を総括

し，竹越 ほか （1979）の 飯能礫層下部層を新たに小曽木層 と

して命名
・定義し，飯能礫層上 部層 を飯能層 と再定義し た．

一
方，仏子層は従来の 定義に したがっ て仏子層とよ ん で い る．

また，仏子層を不整合で覆う地層を豊岡層 （従来 の 豊岡礫層）

と呼 ん だ．本論で は植木 ・酒井 （2007）の 定義に し たが い ，

飯能層，仏子層，豊岡層 とい う名称を用い る．

　なお．本論は，2009年 6 月に IUGS （国際地質科学連合）

執行委員会が批准した新 しい 第四紀 の 定義 に もとづ きT 鮮新

世と更新世の 境界を 2．588Ma と して 記述 して い る，

調査地域お よ び地形 ・地質概説

　加治丘陵は 青梅市から入間市 にかけて 関東山地から東北東

方向へ 半島状 に伸びる 東西約 10．5km，南北約 3km の細長い

丘 陵で ある．標高は西 の 青梅市で 250m ，東に い くに した が

っ て 高度 を
tー
ドげ入間市で 140m となる ．丘 陵の 北側 に は 入間

川，丘 陵の 南側 には霞川が流れ，丘 陵は それぞれ の 支流で あ

る要害沢 小布施川，唐沢川，前堀川などによっ て 開析され

て い る，丘陵の 分水嶺 は全体的に南 （霞川側）に偏 っ て い る，

　調査地域 は入間川流域お よび，加治丘 陵内を南か ら北へ 流
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れ る入 間川支流 の 要 害沢 流域か ら前堀川流 域 の 東西約

2．5km，南 北約 2．Okm の約 5km2の範囲で あ る （第 2図）．丘

陵の 北側の 地域で 谷が深 く露出状況が良い の で ，調査 は，北

側斜面 を 中心 にお こ な っ た．

　筆者 らの 調査対象で ある 堀 口 ほ か （197ア） の A 部層〜C

部層は，丘 陵内で は各部層の 基底を なす礫層の連続性が あ ま

りよくなく，舌状に延びて い るような形態をもつ と考えられ

る場合や，礫層が水平的に は消滅す る場合も あっ た．そ の た

め，堀口 ほ か （1977）が 区分した A 部層〜C 部層は，仏子

層下部 と して
一

括 して も差 し支えない と判断 した．以下筆者

らの 見解に よっ て 記述する．

　調査に あた っ て は，調査精度を高め る た め に ，1万分 の 1

国 土 基本 図 や 2万 5000分の 1地形 図 に記 さ れ て い る三角点

や水準点，独立標高点を基準点にして t オートレ ベ ル ，ハ ン

ドレベ ル に よ り水準測量をお こ ない 標高を求め た．

　第 2図は調査地域の 地質図で ある．調査地域内には，ドか

ら飯能層，仏子層，豊岡層，低位段丘 堆積物が 分布して い る．

飯能層は お もに淘汰不良な巨礫層 か らなる扇状地性 の 礫層で

あ る （石垣
・
竹越 1982）．砂岩，チ ャ

ー
トな どの 礫が多い が，

風化 した石英閃緑岩礫 を特徴的 に含む．仏子層は主に シル ト

層，砂層，礫層か ら な り，テ フ ラ 層を挟在して い る．豊岡層

は淘汰不良の 大礫か らなる礫層で ある．含まれ る礫は 主に チ

ャ
ー

ト，砂岩で ，砂岩 は ほ とん どがい わ ゆ る
“
くさり礫

”
と

な っ て い る，なお，第2図中に示 した仏子層中の マ ーク○，口，

▲ ，●，鳳 △ ，▽ は調査地域 に内で 確認された 鍵層で ，下

位 よ りそ れ ぞ れ AZUO90 ，　 AZUIOO ，　 AZU150 ，海進 ラ グ，

AZU200，　 AZU300，　 AZU400 で ある．詳 しくは後述す る．ま

た，第 2図中の 数字 1〜28 は柱状図 （第 3図）の作成地点

を示 して い る。なお，調査地域内には，現在国内で操業 して

い る 数 ヵ所 の 炭鉱 の うち の
一

ヵ 所で あ り，仏子層 に挟在す る

亜 炭層 を採炭 して い る 日豊鉱業株式会社・武蔵野炭鉱がある．

ま た，国内 5例 目，関東地方で は最初の 発見とな っ た仏子層

から産出した StegOdon　aurorae の 足跡化石 の 発掘地 （入間川

足跡化石発掘調査団 1995）を第2 図中 に ＊ 印 （A 地点お よ

び B 地点の 2 ヶ 所）で示した．第 3図 は連続地質柱状図で

ある．第 2図 に示 し た地点に おい て で それぞれ 縮尺 20分 の

1の 柱状図を作成 したもの を簡略化 し，西か ら東お よ び北 か

ら南 （第 3図）に配列した．仏子層を 中心 に 示 して あ るた め，

仏子層下位 の 飯能層，上 位 の 豊岡層 は簡略化 して あ る，なお，

仏子層中で確認 され た鍵層 （AZUO90 ，　 AZUIOO ，　 AZU150 ，

海進ラグ，AZU200 ，　 AZU300 ，　 AZU400 ＞の 連続を実線で示

した，

　 なお，通称
“
阿須 の 切 り通 し

”
（また は仏子 の 切り通 し，

地点 23）で お こ な わ れ た 県道拡幅工事に おい て 大規模な露

頭が出現した （関東平野西縁丘陵団体研究グ ル ープ 2010）．

そ の 際 に 露頭面 （N54PE 方向）に お ける AZUO90 ，　 AZU100

の 高度変化をオ
ー

トレベ ル を用い て 測定 した結果，見かけの

傾斜 は AZUO90 が 2．5°E．　 AZU100 が 2．2°E で あ っ た，また．

（16）

地点 4，7，24の 3 点 に おける AZU200 の 出現高度か ら求めた

走向傾斜は Nl5
°
W2 ．2DEとな っ た．この走向に基づ い て 大露

頭 の AZUO90 ，　 AZU100 の 真 の 傾斜 を計算す る とそれぞれ

2，6°E，2，4°E とな っ た．こ の こ とは 下 位 ほ ど地 層の 傾斜 が 急

で ヒ位 ほ ど傾斜がゆ る くな っ て い る こ とを示 して い る．

仏子層下部の テフ ラ

　仏子層全体か らは合計 35枚 の テ フ ラ 層が 報告 さ れ て い る

（堀口 ほ か 1977）が，今回 の調査地域で は，層序を検討す る

の に有効 な 7枚 の テ フ ラ 層 を認 め，下位 より Azuoee，

AZU100 ，　 AZUI50 ，　 AZU200 ，　 AZU250 ，　 AZU300 ，　 AZU400

と した．AZU150 ，　 AZU200 ，　 AZU300 に つ い て は 調査地域内

で の 対比 を確実 にす る ため角閃石の 屈折率を測定した．そ の

結果を第 4 図．第 1表に示す．屈折率の 測定 には 首都大学東

京の 温度変化型屈折率測定装置 （RIMS 　2000： 京都 ブ イ ッ シ

ョ ン トラ ッ ク製）を用 い た．以下，簡単 にそれぞれの テ フ ラ

層 を記載する．各テ フ ラ の 露頭位置 は第2図，層準は，第 3 図，

第 5図に示 した．

AZUO90

　阿須の 切 り通し （地点 23），阿須運動公園脇 （地点 24）で

認 め られ た．仏子層下部の ユ ニ ッ ト1 （ユ ニ ッ ト区分 につ い

て は後述．以下，同様．）の 上部に 挟在する層厚約 20cm の

ゴ マ 塩状結晶質テ フ ラ 層で ，斑晶鉱物 と して ，長石，斜方輝

石を多く含む，入間川本流で は入間川足跡化石発掘調査団

（1993）の B 地点 （下流側） の 足跡化石を埋積す る テ フ ラ層

で あ る．

AZUIOO （フ ィ
ール ドネーム ： シ ャ リ タフ）

　武蔵野炭鉱奥の 沢 （地点 13＞，武蔵野炭鉱 の 露天掘り跡地

奥 の 沢 （地点 14），あけぼの 子どもの 森公園 （地点 ll），阿

須 の 切 り通 し （地 点 23）で，ユ ニ ッ ト 2−a 中に挟在す る．本

テ フ ラ は，ガ ラ ス 質テ フ ラ 層で，地点 14で は層厚 75c皿 で

ある．や や厚手の 火山ガ ラ ス を主 体 と し，斑晶鉱物 と して わ

ずかに斜方輝石を含む．村松 （2008）に よ り1．98± O．2Ma の

フ ィ ッ シ ョ ン トラ ッ ク年代が報告され て い る ．

AZU150

　武蔵野炭鉱奥の 沢 （地点 12），露天掘 り跡地奥 の 枝沢 （地

点 15），要害沢地域 （地点 19）で認め られ るや や粗粒の 結晶

質テ フ ラ 層で ある ．ユ ニ ッ ト4 中に挟在す る，斑晶鉱物とし

て 角閃 石，斜長石 を多 く含 み，高温 型 石 英 が よ く認め られ る

の が特徴 で ある．角閃石 の 屈折率 （n2 ）は，1．667 − 1．681
の 範囲内にあ り，AZU200，　 AZU300 に 比べ や や低く，誤差

範囲内で よ く
一

致する．

AZU200 （フ ィ
ー

ル ドネ
ー

ム ：TUP ）

　 武蔵野音楽大学 の 脇を流 れ る前堀 川の 川 沿 い に連続 して 露

出す る，ピ ン ク色がかっ た 火山灰質 シ ル ト層を主体 と し，最

も厚 い 地点 27で は約 2m の 層厚があり，最上部に約 20Cmの

ゴマ 塩状の 結晶質テ フ ラ層をの せ て い る．こ の テ フ ラ 層の ピ

ン ク色が か っ た 部分に は斜方輝石が多く含まれ る が，上 部の
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AZU300

No．27

No、5

No．7 彑
1．6671 ．673 　　　1．679　　　1．685　　　1．691

AZU200

No．27

No．8

No、12

No．22

1．667　　　1．673

AZU150No
．12

No．15

No．19

1．679　　　　1．685　　　1．691

1．667　　　1．673　　　1，6791 ．685　　　1．691

第 4 図　各 テ フ ラ中の 角 閃石 の屈折率 （n2）
Fig．4　 Hjstogram　ofrefractive　indices　ofamphibole （n2）

ゴ マ 塩状の 部分に は 黒光 りす る角閃石が多く含まれ る の が特

徴 で あ る．角閃石 の 屈折率 （n2 ）は，1，676 − 1．687の範囲

内 にあ り，誤差範囲内で よ く…致する．この 上 下の セ ッ トは

ユ ニ ッ ト 5中 に挟在 し，本調査地域内の よい 鍵層とな っ て い

る．萠堀川北 の 沢 の 支流 （地 点 4〜10）に も連続す る．武

蔵野 炭 鉱 奥の 沢 （地 点 12）で は上 述 の 海進 ラ グ の 約 20m ヒ

位の レキ層中に認められ る，さらに 要害沢地域の 地点22 （金

子神社付近の 尾根．辷）へ と連続する．

AZU250

　前堀川北 の 沢 の 支流 （地点 4，5，6，7） で 分布が 認 め ら

れた．層厚 は 地点 4 で は 70cm，地 点 6 で は 40じ m で あ る．

斑品鉱物と して 角閃石や斜方輝石を多 く含む軽石質の テ フ ラ

で ，露頭で は 3 つ の ユ ニ ッ トが 認め られ る．下部は斑晶鉱物

（18）

Te　 hra　 sot 　　 ran 　 e　　　 mean 　　 n

271 ．681−1．6921 ．68642
AZU30051 ．678−t6911 ．68443

71 ．680−1．6901 ．68441
271 ．677−1．6851 ．68240

AZU20081 、677−1．6871 ．68241
121 ．676−1．6861 ．68240
221 ．677−1．686168240
121 、668−1．6811 ．67440

AZU15015 嚊．667−1．6781 ．67340
191 ，669−1．6811 ．67540

第 1表　主要 テ フ ラ中の 角閃石 の 屈折率 （n2）
Tab且e　l　 Refractive　indices　of　amphibole （n2）

と して 角閃石，斜方輝石 を多 く含む粒径 2mm 程度の 軽石で

ある．中部も角閃石 T 斜方輝石を多 く含む粒径 2mm 程度の

軽石を主体 とするが，灰色 の 岩片も多 く含まれ る，上部は 2
−一　4mm の 白色の 軽石粒が多く，斑 晶鉱物 と して長柱状 の 角

閃石を含む．なお，層準 は，第 3 図に表記 した．

AZU300

　前堀川の 支流 （地点 27）と北側の前堀川北 の 沢に流れ込

む支流 （地点 4〜8，10），さらに北側の 地点 26などに 分布

す る，層厚約 40cm で下部は ピ ン ク色 の 岩片 を多く含む 鴬色

の テ フ ラ 質粗粒砂 で ，中部に 紫灰色 の テ フ ラ質シ ル トの 薄層

を挟み，上部には 円磨され て い ない 白色 の 軽石粒を含む．軽

石粒 の 中には斑晶鉱物として角閃石 と長石を多く含む，こ の

中 に含 まれ る角閃石 の 屈折率 （nz ） は，1．678 − 1，692で

AZU150 ．　 AZU200 に 比 して やや高 い ．

AZU400 （フ ィ
ー

ル ドネ
ー

ム ： MMC ）

　前堀川の支流 （地点 28），前堀川北の 沢の 支流 （地点 4，9）
に 分布す る．層厚約 65cmの 白色細粒 ガ ラス 質テ フ ラ 層で あ

る，薄手の バ ブル ウ ォ
ー

ル 型火山ガ ラ ス を生 体 と し，下部に

火山豆石が密集する部分が ある，斑晶鉱物と して わずかに斜

方輝石，角閃石，高温型石英を含む．植木 ほか （2006）は こ

れを ヒ総層群黄和田層中の 鍵テ フ ラ Kd44 に 対比した．村松

（2008）で は，1．81 ± 0．IMa の 年代が得られ て い る．

　今 回 は 以 上 の 7 枚の テ フ ラ 層を鍵層 として 用 い た が，
AZUO90 よ り下位にも何枚 か の テ フ ラ層が含まれ て い る．入

間川足跡化石発掘調査団 （1995）の ア ケ ボノ ゾウ の足跡化石

発掘 A 地点 （上流側）を埋積す る軽 石 質テ フ ラ層 は AZUO90

の 下位 にあ る中部亜炭層中に挟まれる．

貝化石

　調査地域の 仏子層下部に は 貝化石層準が認め られ，こ れ は

サ ブユ ニ ッ ト 2−b （後述）に相当す る．代表的な産出地 点は，

要害沢河床 （第 2 図の ★  ）お よび 人間川本流 の 河床 （第 2

図の ★  ）で ある，

　貝化石は保存状態が悪く，すべ て キ ャ ス トで ある が，巻貝

3種 二 枚貝 13種が得られ た （第 2 表）．t 枚貝の 産状か ら
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産 地 種 　 　名 生息深度 底質 生 息域

※ ☆ 1 β厩 ゴ11擢 酸 即 雌 ノ冷 〔Bruguiere）イ ボ ウ ミニ ナ 内湾 ・
干 潟、潮間帯中〜下部 滉 底 北海道南部〜西太平洋巻

貝 ※ ☆ 2　磁 r ∫酌 プぬ 3 （6θ1ゴ酌 1眈1ρρ5f ∬ 占）のど轟だrf θη 5 ゴ5 （Mar†il1）カ ワアイ ガ イ 内湾 ・
十潟、潮 間帯 泥底 房総〜東南ア ジア

※ 3 α蟹〕ゴ跏益 sp．エ ゾフネガ イ属

※ ☆ 45 偲 ρ梅 rσ叔 舶 go訪 伽 8ηεゴε （Toku照 覇a）サル ポゥガイ 内湾、潮 卜帯上部〜20皿 砂泥底 北海道南部〜台湾

※ 55b ρ倉 た ／
・肋 θ朋 θ Nomera ヒ メイ ガイ 岩礁、潮間帯下〜30m 岩礁 北海道南部〜九州

※ ☆ 6　6惣 5505 々 θ 88 壇∂ 5 〔Tllunberg）マ ガ キ 気水性内湾、潮間帯〜潮下帯 泥底礫底 目本〜東南ア ジ ア

※ 7 伽 8 ρθ z 跏 忽 ／ゴ1庶 翩 〔Reeve）ウネナ シ トマ ヤ ガイ 汽水、潮間帯 礫に 付着 本州〜イ ン ド熱 帯太 平洋

☆ 8 加 o功 o伽 齟 1認 説 跚 　（［くeev のツ キ ガイ モ ドキ 25〜670m 砂泥 底 東 シ ナ海〜カ リフ ォル ニ ア
…
　

枚

貝

※ 9E 凄 r指 烈 亡廊 8 　（Reeve） 1・リガイ 内湾10〜30m 砂 泥底 陸 奥湾〜中国沿岸

※ 1Q　権 cθ 跚 加 σ ση8 厂
・
齠 　 v ．』lart巳 幡 　ヒ メ シ ラ トリガイ 内 湾、潮間帯〜50rn 泥底 ア ラ ス カ〜九州

※ 】1　，吻 σ θ％ sp ．　 シ ラ ト リガ イ属

※ 12　楠 匚
・
古畑 rθ 肥 r 〆五 π痂 5 脱 shayes 　 in　Reeve シ オフ キガ イ 潮間帯下部〜20m 砂泥底 宮 城沖〜中国沿岸

※ ☆ 13　のd1 刀 a　5 跏 8／r5 ゴ5 （Gmelin）オキ シ ジミ 内湾 ・潮間帯 卜部〜201n 泥底 房 総以1軻〜中国南岸

☆ 14　∫捻 co 、go 盟 ヨ ∫∂ρo加 α η刀（Reev。）カ ガ ミガイ 内湾 ・潮間帯下部〜60m 細砂底 北 海道 西南部〜中国南岸

※ 15　∫功 砌 o 旧 α ！1∂ σロ 〃 5 歴 〆0 爾 （Lamarck）ア ゲマ キ ガイ 内湾、潮 間帯下 部 泥底 瀬 戸 内
〜中国沿 岸

※ 16　仰証 加 ゴoノ脚 爾 望 翩 必 θ 鮒 （飼 amus ＆Reevの ス ナ ゴ ス エ モ ノ ガイ 10〜100m 細砂 底 房 総 以南〜
九州

産地 ：　 ※ ；産 出地点  　☆ ；産 11Wdi 点  〔第 2 図に 図示）

和名 ・学 名・生 息環境 は お もに 奥谷 〔2〔〕〔｝0）に よ っ た

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第 2 表　貝化石 リス ト

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Tab且e　2　 List　ofmolluscan 　fossils

他生群集と見 られ る が，Bati〃α Fia 　zonatis イボ ウ ミ ニ ナ，

Cerithideopsilla　dコ
’
adj
’
ariensis カワ ア イガ イ，　 Scapharca　kagoshi−

mensis サ ル ポ ゥガ イ，　 Cyclina　sinensis オ キ シ ジ ミは表面彫刻

がよく残 されて おり，堆積時 に は貝殻の 摩耗は少な く，生息

場所は そ れ ほ ど離れ て い なか っ た とみ られ る，また，Batil−

laria　zonaii ，y，◎ o伽 α 伽 θη廊 の 個体数が最 も多く，こ の 群集

を代表 して い る，したが っ て ，この 群集は干潟 の 砂泥 底の 種

を主体とし，潮下帯〜湾央部の 細砂底に棲息す る 種をまじえ

たもの で あると考えられ る．

層相お よび堆積環境

　調査地域 の 地質は東西方向にお い て層相や層厚の 変化が あ

る こ とから，西か ら東へ 「要害沢」地域，「武蔵野炭鉱」地域

お よ び，「前堀川」地域 の 3本の 地質柱状図 （第 5図）で表

現 した．なお，「武蔵野 炭鉱」地域 は
“
阿須 の

．
切り通 し

”
（地

点 23）お よび その 南 （地点 24）を 中心 に作成 した もの で あ る．

また，「前堀川」地域の 柱状図の最 F．部に 示 した砂礫層は堀

口 ほ か （1977）の D 部層基底にあたる，こ の 砂礫層は前堀

川周辺 に は分布しな い こ とか ら，「前堀川」地域 の さ らに東

の 水晶沢 （地点 1）で作成 した柱状図を元 に 図学的 に 「前堀川」

地域 に移 して 書 き込 ん だ もの で あ る．

　本論 で は，仏子層下部を侵食面，層相，テ フ ラ 層同定に よ

る堆積年代等に基 づ き，ユ ニ ッ ト1〜ユ ニ ッ ト5 に 分けた、

こ こ で 区分 した各ユ ニ ッ トは，堆積過程の 1 単元 と対応する，

さ らに，ユ ニ ッ ト2 に つ い て は，層相 を主 に サ ブ ユ ニ ッ ト

2−a 〜サ ブユ ニ ッ ト2−d に細分した，こ れ ら の 区分 は，1 堆

積単元 （ユ ニ ッ ト）中の 堆積過程 の 変化 を 反映して い る．以

（19）

下に，ユ ニ ッ トご との 層相，堆積環境につ い て述べ る，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ユ ニ ッ ト 1

層相

　本ユ ニ ッ トは 「武蔵野炭鉱」地域におい て観察される．下

位 の 飯能層か ら漸移し，地点 23 （阿須 の 切 り通 し）で は

22．Om の 厚 さ をもつ ．育灰色〜黒灰色 の シ ル ト層お よび砂質

シ ル ト層 を主体 と し，全体に亜 炭質で 炭化した 黒色 の 植物片

が含まれ る．中部お よび上部に は数層の 亜炭層 （Lignite）が，

下部 に は薄い 亜炭層が挟まれ る．これ らを下位か ら 「下部亜

炭層」「中部亜炭層」「上部亜炭層」 とよぶ．また，数多 くの

テ フ ラが認 め られ，上 部亜 炭層 の ヒ位 に は AZUO90 が 挟在

す る．

　 入間市加治丘陵自然環境調査研究会 （1991）お よ び入間川

足跡化石発掘調査団 （1993）で は t 下 部亜炭層直上か ら上位

の 珪藻化石 の 分析 が 行 われ て い る （第6図）．それ ら に よ る と，

下部亜炭層と中部亜炭層 と の 間お よ び 上 部亜炭層下位の 約

1．Om は大部分が海水泥質干潟指標種群 と汽水泥質十潟指標

種群で 占められ，それら以外の 層準 （亜 炭層 を含む）で は大

部分が 沼沢指標種群 （淡水，水深 が lm 内外で
一

面 に植物が

繁殖 して い る ）で 占め られ て い る．ま た，泥 質干 潟指標種群

の 産出層準で は 上位に 向かっ て海棲種が減少 して い く傾向が

認め られ る．

堆積環境

　珪 藻化石分 析 に よれ ば，下 部亜 炭層 と中部亜 炭層 の 間お よ

び上 部亜 炭層下位約 LOm は泥質干潟 の 堆積環境が 導か れ る．

また，そ れ ら以外 の 層準で は．河成の 流路やポ イ ン トバ ー
堆
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第 5 図　模式地質柱状図

Fig．5　 Sehematic　celummar 　sections

（20 ）
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第 6 図　仏 子層下部ユ ニ ッ ト1の 珪藻化石 の 分析 結果

入問市加治丘陵自然環境調査研究会 （1991）お よ び入間川足跡化石

発掘 調査 団 （1993）か ら作成 した，
Fig．6　Diagram　of　fossil　diatom　from　Unit　1
Modi 且ed 丘om 　Iruma　City　K 句iHill　Natural　Environment　Research
Group （1991） and 　Iruma　River　Trace　Fossil　Research　Group
（1993），

積物の ような粗粒堆積物が認め られ ない こ ともあわせ て検討

す る と，堆積環境 は 流水の 影響 の ない 沼沢 地 と考えられ る．

こ の ように，ユ ニ ッ ト1は海と陸の 境界地域におい て，泥質

干潟お よび 沼沢地 が くり返す中で 形成 され た と考えられ る．

（21）

　　　　　　　　　　 ユ ニ ッ ト2

層相

　本ユ ニ ッ トは 「武蔵野炭鉱 」地域 （地点 12，13，23，24）

お い て 観察さ れ る．地点 23 （阿須 の 切 り通 し）で は厚さ

15．6m で ，3〜4m の 凹凸 を もっ た チ ャ ネ ル 状 の 侵食面をも

っ てユ ニ ッ ト 1に 重なる，下位よりサ ブユ ニ ッ ト2−a ：砂礫

層
一シ ル ト層，サブ ユ ニ ッ ト2−b ：生物擾乱泥質砂層

一シル

ト層，サ ブユ ニ ッ ト 2−c ：含円礫砂礫層，サ ブ ユ ニ ッ ト2−d ：

上方粗粒化斜交層理砂層 に分けられ る，

サ ブユ ニ ッ ト2−a 　厚さ 7〜12m で，下部 はチ ャ ネル の 発

達が顕著で ある，チ ャ ネル の 深さは 0，5 〜2m で，トラ フ 状

斜交層理の 発達 した 中礫 細礫お よび 中粒砂に 充填 され る．

チ ャ ネ ル 内の 堆積物 は上 方 に向か い 細粒 化 し，チ ャ ネ ル は h

位 の砂質 シ ル ト層に覆われる．また，こ れらのチ ャ ネル は上

方に向か い 小型化し，充填する堆積物の粒径も細粒化す る，
一

方，上部 で はチ ャ ネル は認められず，灰褐色 の シル ト層を

主 体 と し，一
部 で 亜 炭質と な る，こ の シ ル ト層中 に は

AZUIOO テ フ ラが挟在する ．

サブユ ニ ッ ト2・b　厚さ 2　
一

　5rnで，明暸な侵食面をもっ て

サ ブユ ニ ッ ト 2−a に重なる，泥質で 細礫を含ん だ淘汰不良の

中粒砂層を主体 と し，最 上 部に は青灰色シ ル ト層を伴う．最

下部に中礫〜細礫サ イ ズ の 角礫が混入する こ とが あ り，この

ようなとこ ろ で は下位をチ ャ ネル 状 に削 り込 み，トラ フ型斜

交層理 が発達す る，全体に 生物擾乱が著しく，生物擾乱構造

を切 っ て 円筒状生痕化石 （第 7図）が 認め られ る．生痕化石

の 断面 は直径約 1cm の 円形で ，厚 さ 1〜　3mm の 泥 の 裏打ち

を持ち，芯 は細礫や 中粒砂に よ っ て充填され て い る．これ ら

は層理面にほ ぼ垂直下方に伸 び，い くつ かに分岐し側方にひ

ろ がる，こ の ような特徴からこの 生痕化石 は Thalassinoides

isp．に 同定され る．また，本サブユ ニ ッ トか ら前述の よ うに，
B αtillaria　zonalis お よび Cyclina　sinensis を優占種とする 15種
の 貝化石が産出す る （第 2 表）．

サ ブユ ニ ッ ト2−c 厚さ O．1　一　1．7m，超円礫〜
円礫を含ん だ

中礫〜大礫を主体 とした砂礫層で，下 位の サ ブユ ニ ッ ト 2−b

に約 O．5rnの 凹凸の ある侵食面をも っ て 重なる．

　 サ ブ ユ ニ ッ ト 2・c は次の 2 つ の タ イプ に分け られ る．

　   タイプ ： 厚さ 0．1〜O．5mで，礫径 は 10〜15cm で 最大

20cm程 度，基質は 中粒〜細粒砂で あ る．基質支 持を示 し，

淘汰が悪 い ．礫 はや や 扁平で 円磨の 程度は超円礫〜円礫，表

面は良くみ が か れ て お り，礫種は ほ とん どが弱い 熱変成作用

を受けた砂岩 で ある．基質成分 は少なく，露頭に おい て はこ

れ らの 礫が
一
列に 配列し て い る こ とが多く （第 8 図一1），こ

の よ うな産状 か ら筆者 らは
“
こ ろ こ ろ 石

”
と呼ん だ （関東平

野西縁丘 陵団体研究グ ル ープ 2007）．多くの 調査地点で 以上

の 産状 を示すが，阿須 の切 り通 しの 南 （地点 24）で は，厚

さは約 O．3m で，良 く円磨 された 大礫 の ほ かに中礫や細礫 を

含む 基質は シ ル ト質中粒砂で，淘汰が 悪 く基質支持を示す

（第 8 図 一2）．なお，武蔵野炭鉱奥 （地 点 12，13）で は こ の
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第 7 図　円筒状生痕化石　Thalassinoides　isp，
地点23： 阿須の 切 り通 し．
Fig．7　　Thalassinoides　isp．
Loc．23：Large　Outcrop　ofBushi 　Formation

砂礫層の 上 位 に も厚さ約 10cm の   タイプ の 砂礫層が認め ら

れ，こ れ ら 2層の砂礫層の問に は低角層理 お よび 生物擾乱の

発達 した厚 さ O．68m の 細粒砂層が分布す る．こ の 細粒砂層

と上位の 砂礫層とは 5　
一

　10cmの 凹凸の ある侵食面で 接する．

　  タ イ プ ：24の さ らに南 の 沢 で は厚 さ 1．7m で 中礫を主体

とし，基質は中粒〜粗粒砂 で  タイプ同様 の 礫が含 まれる，

淘汰 は普通，礫支持 で 成層構造 や礫の イ ン プ リケーシ ョ ン が

認 め られる （第 8図 一3），

サ ブユ ニ ッ ト2・d　厚さ 2 〜4m で サ ブユ ニ ッ ト 2−c の 上位

に漸移的に重なる．粒径 は上部に 向かい 粗粒化す る傾向をも

つ ，下部 は細粒〜
中粒砂層，低角層理や平行層理が発達する．

上部は中粒砂層で セ ッ トの 厚 さ 15−一　60cm の トラ フ 型斜交

層理 が発達する，さ らに，こ の 上位に は平行層理 の 発達す る

中粒砂層も認 め られ る こ とがある．上 部の 斜交層理 や平行層

理 の 基底には細礫や シ ル ト偽礫が含まれる，

堆積環境

サ ブユ ニ ッ ト2−a 本 ユ ニ ッ ト下 部 に分布する チ ャ ネル の 充

填物は Miail （1978）の 岩相 コ ード Gt に，上 部の シ ル ト層 は

第 8 図 サ ブユ ニ ッ ト 2・c （含円礫砂礫層）の 層相

　一1   タ イプ （海進 ラ グ）地点 12 ：武蔵野炭鉱 ス ケ
ール は 40crn，

　−2　  ．タイ プ，地点 24：地点 23の 南，ス ケール は 40cm．
　−3   タイ プ，地点 24の さ ら に南，ス ケ

ール は 62cm，
Fig．8　Facies　of 　Subunit　2−c：Gravel　with 　rounded 　cobbles

　−1　（D　type （tranSgreSSiVe　lag）

　　　 Loc．12：Musashino−coal 　mine ，　scale 　bar　is　40cm　long．
　−2　tO　type，　Lec．24：　South　ofLoc ，23，　seale 　bar　is　40cm 　long．

　−3  type，　South　of24 ，　scale 　bar　is　62cm　long．

（22）
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Fm か Fsc に あた る．　 Miall は Gt を網状河川の 小 チ ャ ネル充

填物，Fm ，　 Fsc を氾濫原や後背湿地堆積物と解釈して い る．

こ の よ うなこ とから 2・a の 下部は網状河川の チ ャ ネル ，そし

て ，上 部に むか い 湿地 へ と堆積環境 が変化 した こ とが 示 され，

2−a は こ の ような堆積環境 の 変化 を反映 した堆積物 とい える．

サ ブユ ニ ッ ト2−b　チ ャ ネル状 の 侵食面お よ び淘汰不良の 中

粒砂層は，河凵 における 削り込み とその 後 の 河 凵充填堆積物

と解釈され る．また，産出 する貝化石 は内湾奥の 干潟や 潮下

帯か ら湾央部にか けて の堆積環境を示す．こ の ような こ とか

ら2−b の 淘汰不良の 中粒砂層は河口，その 上位 の シル ト層は

泥質干潟の堆積環境 と解釈され る．

サブユ ニ ッ ト2 −C　  タ イプ は 侵食面 上 に重なる 不淘汰な砂

礫層 で あ る こ とか ら，侵食面 は ラ ビ ン メ ン ト面，砂礫層は 海

進ラ グ と考えられる，なお，海進 ラ グ につ い て，関東平野西

縁丘 陵団体研究グ ループ （2007）は海進時 にお い て前浜で 円

磨された砂礫が重力流に よっ て沖合 に移動 し，ラ ビ ン メ ン ト

面上 に 堆積 した と考え た．  タ イ プ は成層構造 や イ ン ブ リケ

ーシ ョ ン を持つ こ とか ら，掃流 （traction　current ）の 影響を

受けた堆積物で，  タイプが海底 の 流れで移動 ・再堆積した

もの と考えられ る．

サ ブユ ニ ッ ト2・d　上方粗粒化す る砂層で，
．
ド部の 平行層理

や低角層理をもっ た 細粒
〜

中粒砂層 は 下部外浜，また，上 部

の トラ フ型斜交層理の発達 した中粒砂層は 上部外浜，こ の上

位に認 め られ る平行層理をもっ た 中粒砂層は 前浜の 堆積環境

が 考え られ る．こ の ように 2−d は，ヒ方浅海化 累重 を示 す海

浜平野 シ ス テ ム （斎藤 1989 な ど）を構成す る 堆積物 と考え

られ る．

　 以上 の ように，ユ ニ ッ ト2 は下位 より2−a （網状河川相，

湿地相），2−b （河 口 ・干潟相），ラ ビ ン メ ン ト面，2−c （海進

ラ グ），そ して，2−d （下部外浜，上部外浜お よび前浜相）と

移り変わ る．こ の よ うな
・・

連 の 累重 は後述す る よ うに 1 回の

海水準変動を反映 して堆積した もの と考えられ る．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ユ ニ ッ ト3

層相

　本ユ ニ ッ トは 「武蔵野炭鉱」地域 （地点 23，24）お よび 「要

害沢」地域 （地点 19，20）に おい て 観察され る．下位の サ

ブユ ニ ッ ト2−d に 明瞭な侵食面 を もっ て 重 なる，本ユ ニ ッ ト

は厚さ 2m 以 上，細粒か ら中粒砂層とそ の 上位の 砂質シ ル ト

層か らなりT
い ずれも生物擾乱が著しい ．砂層は 泥質で 細礫

を混入 し，最下部 に は 下位をチ ャ ネル 状 に削 り，厚さ O．lm
〜O．3m の 細礫層 が 認め られ る こ とがあ る．また，サブ ユ ニ

ッ ト 2−b と1司じ円筒状生痕化石 （Thatassinoides　isp．）が 認め

られ る．

　小幡ほか （1991）は入問市仏子 の 入間川右岸から円筒状生

痕化石 Spongetiomorpha お よび ThatassinOides の 産出を報告

して い る が，筆者 らの 調査 で は こ れ らの 産出層準 は本ユ ニ ッ

トに あ た る，小幡ほ か （1991）は産出す る珪藻化石等か ら，

（23）

こ れらの 円筒状生 痕化石が火山灰質シル ト
・
砂 を底質とす る

干潟に形成 さ れ たと考えた．

堆積環境

　 ユ ニ ッ ト3は 層相 が サ ブユ ニ ッ ト2−b と類似す る こ とか ら，

堆積環境 も同様と考えられる．筆者らは サブユ ニ ッ ト2−b を

河凵 お よび 干潟と考えた が，これ は小幡 ほか （1991）に よ る

堆積環境の 推定とも調和的で ある．

　　　　　　　　　　 ユ ニ ッ ト4

層相

　本ユ ニ ッ トは 「要害沢」地域 （地点 15．19，20．21），お

よ び，「武蔵野炭鉱」地域 （地点 12，24）にお い て 観察され る．

両地 域 で は層相や厚さが 異 な るが，両地 域 にお い て AZU150

が挟在する こ とから同ユ ニ ッ トとした．

　地点 19で は 全体の 厚さが 16．Om，中礫を主 体 と した砂礫

層 （厚 さ約 7 〜8m ） とそ の 上位 の 塊状 の シ ル ト層 （1〜

2，5m ） の セ ッ トが 2 枚観察され る．セ ッ ト基底 の 砂礫層 は

下位とは 明暸な侵食面 を もっ て接し，基質は 中粒〜粗粒砂で

礫支持，トラ フ型斜交層理が認められるこ とがある，1セ ッ

ト中の 砂礫層とシ ル ト層は漸移し，境界面 （シ ル ト層の 基底

面） に は約 1m の 凹凸が 認 め られ る．シ ル ト層中に は 数枚の

テ フ ラ 層が挟 まれ，それ らの 中か ら AZU150 が確認された．

　
一

方，地点 24で は厚さが 4．Om で，チ ャ ネル が よ く発達

す る．基底 の 侵食面は明瞭 で サブユ ニ ッ ト2−d にまで お よび，

侵 食面 ヒに は深 さ 2　一’　3m の チ ャ ネ ル が 認 め られ る．チ ャ ネ

ル 内 は トラ フ 型斜交層理の 発達 した 中礫 お よび細礫 を主 体 と

し，基質は中粒〜粗粒砂で礫支持で ある．チ ャ ネル内の 堆積

物は上方 に細粒化し，チ ャ ネル は弱い 平行層理をもっ たシ ル

ト層に覆われ る．チ ャ ネル は上方ほ ど小型化し，充填する堆

積物は細粒化する傾向を．またチ ャ ネル 内の 砂礫層か らその

上 位 の シル ト層へ 移行す る層準で は，逆級化構造が認め られ

る （第 9図）．

堆積環境

　Miall （1977）は本ユ ニ ッ トの ように下 位 と明 瞭 な侵食面

で 接 し，シ ル ト層 を挟む砂礫層 は網状河川堆積物 の 特徴で あ

る こ とを示 した．また，「要害沢」地域の 砂礫層は Miall（1978）

の 岩相 コ ードGm に，「武蔵野炭鉱」地域は Gt に相当し，両

地 域 の シ ル ト層 は Fm や Fsc に 類似す る．　 Miall （1978）は

Gm を網状河川の チ ャ ネル やバ ー，　 Gt を網状河川の 小 チ ャ ネ

ル 充填物，Fm お よび Fsc を氾濫原や後背湿地の 堆積物と解

釈して い る．さ らに，逆級化構造 は河川の 氾濫堆積物 の 示相

構造 と され る （鈴木 1995，2000＞．こ の ような こ とか ら，本

ユ ニ ッ トは網状河川の チ ャ ネル ，バ ーお よ び湿地 （氾濫原）

の 堆積物 と考え られ る．な お，「要害沢」地域 にお い て砂礫

層 とその．．ヒ位 の シ ル ト層 の 境界面が凹凸を持つ の は，形成当

時の 網状河川の 地形 （チ ャ ネル や バ
ー
お よび湿地等）を反映

して い る もの と考えられ る．
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第 9 図　ユ ニ ッ ト4 中の逆級化構造

地点 24 ：地点 23 の 南，
ペ ン の長 さは 14cm ，
Fig．9　Reverse　grading　in　unit 　4
Loc．24：South　of　Loc23，　pencil　is　14cm　long．

　　　　　　　　　　 ユ ニ ッ ト 5

層相

　本ユ ニ ッ トは 「要害沢」地域 （地点 15，16，19，22），「武

蔵野 炭鉱」地域 （地 点 12，24）t お よ び，「前堀 川 」地域 （地

点 4 〜10） に お い て 観察 さ れ る．こ れ ら 3地 域 に お い て 層

相や厚さが異なる が AZU200 が 挟在す る こ とか ら同ユ ニ ッ

トと した，

　「要害沢」地域 で は厚さ 13m以上で ある．下位とは 明瞭な

侵食面 をもっ て 接 し，大礫〜中礫を主 体 と した砂礫層 で
一

部

で は巨礫や テ フ ラの 偽礫を含む，基質は 中粒砂で，厚さ 1m

以下の 塊状 シル ト層を挟む．淘汰は普通 で礫支持で ある場合

と，淘汰が 悪 く基質支持で ある場合が あ る，また，「武蔵野

炭鉱」地域 も 「要害沢」地域 と類似 の 層相 を持ち，厚 さ

12．8m以上で シ ル ト層を挟む大礫〜中礫 を主体 と した砂礫層

で ある．

　一方，「前堀川」地域 で は基底は観察され な い が，厚さ

35皿 に わ た っ て ユ ニ ッ ト 5が 露出 し て い る，砂質の 青 灰 色

の シ ル ト層主 体 と し炭化した 黒色植物片 を含 む，シ ル ト層は

厚さ 20〜30cm の泥炭質シ ル ト層に変化する こ とが あ る．

また，下部 の 約 7m に はチ ャ ネル状 に砂礫層が挟まれる．チ

ャ ネル の 深さ は O．1〜 1unで，チ ャ ネル 内は 中礫 ・紹礫か ら

細粒砂まで が上 方 に細粒化 し，トラ フ 型斜交層理 が発達す る．

こ れ らの チ ャ ネル 内の 砂礫層 はチ ャ ネル ．．ヒ位の シ ル ト層 に漸

移的に覆わ れ る，ま た，チ ャ ネル は上 部 に向か い 規模が 小型

化 し，チャ ネル 内の 堆積物 は細粒化する，シ ル ト層中 に は下

位 よりAZU200 ，　 AZU250 ，　 AZU300 および AZU400 テ フ ラ

が挟在する．

堆積環境

　「要害沢」地域お よ び 「武蔵野炭鉱」地域 で は，本ユ ニ ッ

トの 砂礫層は不淘汰で 基質支持 で ある ケ
ー

ス と淘汰 は 普通で

（24）

礫支持で あ る ケース とがある．前者の 特徴は Miall （1978）
の 岩相 コ ー

ドGms と一
致し，　 Mia】1は Gms を上石流堆積物

と解釈して い る．また，後者の砂礫層は Gm ，砂礫層に挟ま

れる シ ル ト層 は F皿 か Fsc に あたる，したがっ て，網状河川

の チ ャ ネ ル，バ ーお よ び湿地 （氾濫 原）に堆積した こ とが考

えられる．こ の よ うなこ とから，本地域の ユ ニ ッ ト5 は土石

流お よび網状河川両者の 堆積作用が働 く場 に堆積した こ とが

考えられ る，Miall （1982）は，　 Gms とGm が 混在する堆積

環境 と して 扇状地 の 例 を示 し，八 木下 （2001） は土石流堆積

物が普遍的に存在する堆積環境として は扇状地や フ ァ ン デ ル

タの ．ヒ流部をあげた，以上 の こ とや ユ ニ ッ ト5からは海の 要

素 （海棲生物の 化石等）が認め られ な い こ とか ら，「要害沢」

地域お よび 「武蔵野炭鉱」地域 の 本ユ ニ ッ トの 堆積環境 は扇

状地 と解釈され る．

　
一

方，「前堀川」地域で はt シ ル ト層 を主体として い る こ

とか ら基本的 に湿地や沼沢地 の 堆積環境が考え られる．また，

下部で はチ ャ ネル 状の 砂礫層が分布する こ とか ら，湿地 や 沼

沢地 に しば しば洪水流の 流入が あ っ た が，上 部で は それもな

くなり安定した湿地や沼沢地の 環境が続い た こ とが 考え られ

る．

考　察

　　　　　　　 ユ ニ ッ ト区 分 と堆積過程

　仏子層下部の ユ ニ ッ ト区分に関 して，それ ぞれ の 堆積過程

を検討する．

ユ ニ ッ ト1

　下 部亜 炭層層準の 珪 藻化石分析結果が な い が，下位 の 飯能

層 （陸成層）か ら漸移 し，中部お よ び上 部亜炭層層準が沼沢

地相で ある こ とか ら，下部亜炭層層準も沼沢地相 と判断され

る，した が っ て，ユ ニ ッ ト1は下位 よ り沼沢地相，泥質干潟
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相，沼沢地相，泥質干潟相そして沼沢地相と累重 して い る こ

とになる．また，入間市加治 E：陵自然環境調査研究会 （1991）
は，泥質干潟相層準で は 上位に向か っ て 海棲種が減少 して い

る こ とか ら上位 ほ ど汽水ない し淡水の 影響が増加した と考え

た．これ は，泥質干潟相層上位に沼沢地相が重なる こ とを考

慮す る と，ヒ位ほど海退が進 ん だと考えて良 い ．したが っ て，

泥質干潟相お よび沼沢地相 （亜炭層を含む）は，海進か ら始

まり海退 で終わ る 1堆積単元 （1堆積シーケ ン ス ）とみ る こ

とが で きる．

　以上 の こ とか ら，ユ ニ ッ ト 1は，飯能層 （陸成層）か ら継

続す る堆積単元 で ある下部亜炭層層準の 上位 に泥質干潟相〜

沼沢 地相 とい う堆積単元 （堆積 シー
ケ ンス ）が 2 つ 累重 して

い る と考える こ とが で きる，

ユ ニ ッ ト2

　ユ ニ ッ ト 2 は前述 の ような堆積環境 の 変化 を持つ が，これ

らは 次の よ うな 1 回の 海水準変動 に 伴 う堆積環境 と考えられ

る，すなわ ち，ユ ニ ッ ト2基底の 侵食面 は シー
ケン ス 境界，

2−a の砂礫層は低海水準期 に おけ る河床堆積物，や が て 海水

準の 上昇が進み湿地 （シ ル ト層）を 経て ．2−b で は 河 口や干

潟 の 環境とな り，さ ら に海水準上昇が 進 み，波浪侵食 に よっ

て 2−c 下位の 侵食面 （ラ ビ ン メ ン ト面）が で き，その 上 位 に

2−c （海進ラ グ）が形成 され た，そ の後 海水準の高さが ピ

ー
クに達する と プロ グ ラデ

ーシ ョ ン が始 まり2−dが堆積 し

た．

　 こ の よ うに，ユ ニ ッ ト2 は 1 回の 海水準変動に伴 っ て 形成

された 堆積単元 （1堆積 シー
ケ ン ス ）で あ る．

ユ ニ ッ ト3 お よび 4

　 ユ ニ ッ ト3 お よび ユ ニ ッ ト4基底の 侵食面 は顕著で，それ

ぞ れ 層相が 異な る こ とか ら，別の ユ ニ ッ トとした．こ の よ う

に，各ユ ニ ッ トの 基底面をシ
ー

ケ ン ス 境界 と し，それぞれを

別の堆積単元と解釈する の が
一
般的か もしれ な い ．しか し，

次 の ように みるこ ともで きる．すなわち，海進期におい て ユ

ニ ッ ト 3 （河 口 ・
干潟相）が 形 成 さ れ，高海水準期 に ユ ニ ッ

ト4 （網状河川相）が下位を削 りながらプロ グ ラ デーシ ョ ン

した とい う 1 堆積単元 とす る解釈で ある．

ユ ニ ッ ト5

　 関東山地 に近い 調査地西部で は扇状地性砂礫層，関東山地

か ら離れ た調査地東部 は沼沢
・湿地性の シ ル ト層が 主体で，

AZU200 が挟在す る こ とから両者は同時異相 の 関係 に ある．

これ は，堆積環境に お ける 山地 側 と平野側の 地 形 を反映 した

もの と考えられ る，

　　　　 ユ ニ ッ ト2 は ，仏子層堆積時の 最大海進

　従来の研究と今回の 調査結果を踏まえ，仏子層中の海成層

層準お よび それ ら堆積環境を第 10図 に整理 した．掘 口 ほ か

（1977）の A 部層〜E 部層区分 に海成層層準を示 し，そ の 右

に は A 部層
一C 部層 に対応 する ユ ニ ッ ト区分 と本 稿で 認 め

られた海成層層準を示した．

　第 10図の ように仏子層中に は い くつ か の 海成層層準が認

められる が，堆積環境は基本的に海と陸の 境界部 （干潟 ・河

口 ）か，せ い ぜ い 内湾 で あ る、と こ ろ が，本稿 の ユ ニ ッ ト2

は堆積環境の変化に富み，水深は下部外浜に まで お よぶ ．し

た が っ て ，ユ ニ ッ ト2形成に関与 した海水準変動は他の 海成

層層準とは 大きく異なる こ とが考え られ る．こ の ように，ユ

ニ ッ ト2 は 仏子層堆積時の 最大海進 で あ り，それ は 世界的な

大規模海水準上 昇 を反映 して い る可 能性 が あ る．こ の 海進 の

年代はt サブユ ニ ッ ト2−a 上部に挟まれる AZU100 テ フ ラ の

フ ィ ッ シ ョ ン トラ ッ ク年代が 1．98 ± 0．2Ma で あ る こ とか ら，

約 2．OMa が導かれ る．

　また，海水準変動の 視点か らみ る と，仏子層全体 の 形成は

房総半島や多摩丘 陵の、ヒ総層群と同 じよ うに，第 3オ
ーダー

の 海水準変動 を反映 し，第 10図で 示 した海成層の 挟みは第

4 オーダー
の 海水準変動 （氷河性海水準変動）を反映して い

る と考 えられ る．

靆

C

A

堀 口 ほ か

（1977）

第 10 図
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干 潟 （珪藻化石，＊ ）

湾奥部砂泥質干潟 （貝 化石，小幡 1997）
干潟の 要素 を持 っ た 丙湾 （珪 藻化 石 1

＊ ）

曙靆難繋

泥質 干潟 〔珪藻化石，＊ ※）

泥質 干潟 （珪藻化石，＊ ※）

（25）

　 　 　 ＊ ： 入間 市力II治 丘 陵 自然環 境調 査研究 会 〔1991 ）
本稿 　 ※ ： 入 間川足跡化 有 発掘調査団 （1993）

　　　　 仏子層 の 海成層層準お よびそ れ らの 堆積環境

　 　 　 Bushi　Formation　marine 　sediment 　horizons　and 　their

sedimentary 　environments
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“
2．OMa 大海進

”
の可能性

　　　　　　
一
他地域の 下部更新統 か ら一

　こ こ まで述 べ て きた ように，加治丘陵の 仏子層 に お い て

2．OMa 海進を復元す る こ とで きた，こ れは加治丘陵が当時の

陸と海の 境界部 に位置して い た，とい う有利な 地理 的位置に

あ っ た こ とに由来するもの で ある．

　日本にお ける下部更新統は，多くが沖合相また は水深の 深

い 堆積相 の ため，陸域 に進入 した り退い た りす る特徴的な海

進期や海退期の 堆積体が認められない 場合が多 い．たとえば，

房総半島上 総層群大原層は深海性堆積物で あり．また．三浦

半島地域 も同様 で ある．

　
一

方，加治丘 陵地 域 で は前述 した ように，陸成 の 堆積物 （扇

状地性礫層）や現地性化石 （ゾウ の 足跡 化石，メ タ セ コ イア

の 立木化石），湖沼性 の 堆積物 （亜炭層）が分布す る と と もに，

貝化石 を含む海成 （内湾性）の 堆積物 や，海進ラ グが存在 し

て お り，海進一
海退の 状況 を復元する こ とが 可能に なっ た．

　加治丘 陵に近接した多摩丘 陵地域 （第 1図）に お い て は，

高野 （1994）は，最下部の 寺田層を除き基本的に は 6 回の 礫

層→ 泥層→ 砂層の 堆積サ イ クル に 区分で きる こ とを明らか に

し，それ ぞ れ，河川性 → 干潟 ・汽水内湾性 → 外浜
・一

部干潟

へ と堆積環境が 変化す る こ と を示 した．そ して ，そ の 原因 を

氷河性海面変動に よ る もの で ある とし た．仏子層で 大規模海

進が認 め られる 2．OMa の 時期は，多摩丘陵地域 で は平山層

に相当す る こ とが わか っ て い る （植木 ・酒井 2007＞．高野

（1994）は，層相 や 貝化石 か ら平山層 の 堆積環境 を上 浅海帯

と して おり，平山層 の 下位に あた る大矢部層堆積時の 海進よ

りも規模が大 きかっ たこ とが読み取れる．平山層中の どの 層

準に仏子層中に み ら れ る大規模海進の 層準が相当する か は，

今の とこ ろ判明 して い ない ない が，今後 テ フ ラ鍵層 に よる対

比な どの 研究がすすめ ば，特定が可能 となろ う．

　 とこ ろで，柴ほ か （2007a，2007b）は静岡県掛川地域 の 掛

川層群上 部層 （上内田層，大日層，k 方層）の シー
ケ ン ス 層

序を検討 し，上 内田層 は低海水準期堆積体に，大 日層 は海進

期堆積体に ，土 方層 は 高海水準期堆積体 に 相当し，大 日層 の

上面に最大海成氾濫面が ある と考えた．そ して，こ の ような

掛川層群上部層の 形成を第 3 オ
ー

ダ
ー

の 海水準変動 に対応す

る と した．また，大日層を 5 つ の パ ラ シーケ ン ス に，土方層

を 6 つ の パ ラ シーケ ン ス に 区分 して い るが，こ こ で 細分され

た そ れ ぞ れ の パ ラ シーケ ン ス は第4 オ ーダー
の 海水準変動

（氷河性海水準変動）を反映したもの と考えられる．

　 柴 ほ か （2007a，2007b）は 大 日層 の 堆積年代を 2．15〜

1．95Ma と して お り，本稿の 仏子層の 最大海進を示す ユ ニ ッ

ト 2 に挟 まれ る AZUIOO の FT 年代 （1．98± O．2Ma）と類似

する，掛川層群上部層の最大海成氾濫面 は第 3 オーダーの海

進 t
’
　一一ク を示す こ と に なるが，こ の 最大海成氾濫面 の 直下お

よび直上 に位置するパ ラ シ
ー

ケ ン ス （大 日層最上部ある い は

土方層最下 部）は，本稿のユ ニ ッ ト2 に対応す る 叮能性が あ

る．

（26）

　大 日層以外に，太平洋側沿岸地域 で の こ の時期の 大規模海

進 の 例 は まだ 知 られ て い ない が，柴ほか （2007a，2007b）は，

同時期 に堆積した浅海性の 地層群 と考えられる沖縄 の 島尻層

群新里 累層〜知念累層で 同様な大規模海進の 証拠が 見つ か る

可能性を指摘してい る．

ま とめ

　関 東平野 西縁丘 陵の ひ とつ で ある 加治丘陵に は飯能層，仏

子層，豊岡層が分布する，仏子層は シル ト層，砂層，礫層お

よびそ れ らに挟在する テ フ ラ層か らなる．筆者らは仏子層下

部を対象に調査を行 い t 侵食面，層相，堆積構造，含有化石

に もとづ きユ ニ ッ ト 1か らユ ニ ッ ト 5 に 区分 した，

　ユ ニ ッ ト1 は シ ル ト層か ら砂質シ ル ト層を主体と し，全体

に亜炭質で ある，珪藻化石 の分析か ら沼沢湿地か ら干潟で あ

っ た．

　 ユ ニ ッ ト2 は さ らに サブユ ニ ッ 1・2−a 〜2−d に 細分され る．

サ ブユ ニ ッ ト2−a は砂礫層
一シ ル ト層で，チ ャ ネル が発達す

る．こ の 中には AZUIOO が挟在する．2−b は生物擾乱泥質砂

層シ ル ト層で あ る．貝化石，生痕化石を含む，サ プユ ニ ッ ト

2−c は含円礫砂礫層，海進 ラ グ 層準 で あ る．2−d は．lt方粗粒

化斜交葉理砂層で あ る．侵食面，層相，含有化石．堆積構造

か ら，2−a の 網状河川相・湿地相か らは じ まり，河口・：F潟相，

ラ ビ ン メ ン ト面 の 2−b，そして 海進ラ グの 2−c，さらに浅海

相 2−d へ と変化する．こ れ らの 堆積物 は 1回の 海水準の 上昇

を反映 した もの で ある．その 年代 は お よそ 2．OMa こ ろ で あ る．

　 ユ ニ ッ ト3 は細粒か ら 中流砂層 と砂質シ ル ト層か らな る．

層相 と生痕化石から2−b と同様，河ロ ・干潟で ある．

　 ユ ニ ッ ト 4は下位とは 明瞭な浸食面で 接する，砂礫層 と塊

状の シ ル ト層からなる．「武蔵野炭鉱」地域と 「要害沢」地

域 で 層相が異 る．網状河川堆積物 と考えられ る．

　 ユ ニ ッ ト 5は 地域 に よっ て層相が 大 きく異なる．「要害沢」

「武蔵野炭鉱」地域 で は大礫〜
中礫を含む砂礫層 で あるの に

対 し，「前堀 川 」 地 域で は 青灰 色砂質シ ル ト層 を主体と し，

炭化 した 黒 色植物片 を含 む．シ ル ト層 中 に は テ フ ラ 層

AZU2eO ，　MU25e ，　AZU300 ，　AZU4GO が 挟在す る．「要害沢」

「武蔵野炭鉱」地域 で は扇状地性の 堆積物で ある が，「前堀川」

地域で は湿地や 沼沢地 の 環境で あっ た，

謝　辞

　本研究 に あた り，赤松　陽，保柳康
一
，久保 田喜裕，小幡

喜
一
，柴　正博，田辺智隆の 各会員に は，文献や各地 の 情報

な どに つ い て ご教示 を い た だ き，井内美郎，石野拓也．北村

真也t 小林雅弘，斉藤尚人 の 各会員に は，調査 お よ び現地討

論に参加してい た だ い た．Matthew 　Willernsen氏には，英文

に関して ご教示をい ただい た．また，調査や 分析等 に 際 し，

入 間「倒専物館 武蔵野音楽大学，日豊鉱業株式会社，奥む さ

し旅館 首都大 学東京に ご協力 い た だい た．以．．ヒの 方 々，機

関 に厚 くお礼 申しあげ る，

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Association for the Geological Collaboration in Japan (AGCJ)

NII-Electronic Library Service

The 　Assooiation 　for 　the 　Geologioal 　Collaboration 　in 　Japan 　（AGCJ ｝

関東平野西縁，加治丘陵に分布する仏子層
一
ド部 の 層相 ・古環境 173

　本論文 の 完成間近な 2009年 11月 28 日に急逝した執筆者

の
・一

人で ある仲川信
一会員 に 本論文を捧げ，哀悼 の 意を表し

ます．

　　　　　　　　　　　　 文　献

福 田　理 ・高野　貞 （1951）東京 都青梅市阿須 山丘 陵の 地 質．地質

　癖趁，　57 ：459−472．
羽鳥謙三

・寿 円晋 哲 （1958）関東盆地西縁 の 第四紀 地史 （H ）
一狭

　ill，加治 rt．陵の 地形 と地質一，地質雑 64：232−249．
林 成多 （1996）関東平野西縁丘陵の 下 部更新統仏 子層 の 昆虫化石

　 群集 と古環境．地球科学，50 ：223−237．
Hayashj　M （1997）An　extinct 　fossil　spccies 　of　the　genus　Plateumaris

　貸om 　the　Low ¢ r　P］eistocene 　in　Saita皿 a　PrefectUre，　Japan （ColeopteTa；

　Chrysomelidac 　Donaeiinue）．　 Earth　Scicnce（Chik．yu　KagakU ），51 ：

　 361−370，
Hayashi　M （1999）Arevisjena］study 　on 　fossil　Donaciinae　from　？ljQ−

　 P］eistocene 　KazusaGroup 　in　Saitama　PrefectUエe，　Japan，with 　special

　 reference 　to　phylogeny　of 　the　extinctPlateumaris 　dorsata　Hayashi

　 （Coleoptera； Chryso皿 clidae ），　 Earth　Science （Chikyu　Kaga   ），51 ：

　 361−370、
堀 冂萬古

・角 田史雄・
清水康 守・駒井　潔・板東尋子・栗 原陽子 （1977）

　 関東平野西部入 間川 沿い に 発達す る仏子粘 十層 の 再検討．埼｛ 大

　学教養部紀要 （自然科学編 ），13 ：93−98．
入 間市加治．rr．陵 自然環 境調査研究会 （1991）加治丘 陵 自然環 境調査

　報告書．入 間市，42〔｝p．
人 間川足跡化石発掘調査団 （1993）入間川足 跡化石調査報告書．人

　間市，151p．
入間川足跡化石発掘調査 団 （1995）入間昔むか し ア ケ ボ ノ ゾ ウの

　足跡．入間市博物館，102p．
入間川足跡 化石発掘調査 団 （2003）改訂版入間昔 む か し ア ケ ボ ノ

　ゾウ の 足 跡．入 間市博物館 ll8p．
石垣 　忍 ・竹越 　智 （1982）関東 山地東縁 の 飯 能礫 層の 上 部 1iJ礫層

　 につ い て．地団研専報，24 ；209−214，
関東 平野西縁丘陵研 究 グ ル ープ （1995）関東平野 西縁 丘陵の 地質 （1）

　
一
加住丘陵周辺の 層序 ・構造 と年代

一
地球科学，49 ：391−405，

関東 平 野 西 縁丘 陵団 体研 究グ ル ー
プ （1999）飯能礫層 とそ の基盤 と

　 の 関係一関東平野西縁丘 陵にみ られる不整合 の 意義一．地学 団体

　 研 究 会第53 回 総会 （長 野 ） シ ン ポ ジ ウ ム ・ポ ス タ
ー

要 旨集，
　 147−148，
関束平野 四縁丘陵団体研 究グループ （2007）仏 子層 か ら見つ かっ た，
　 通称 「こ ろ こ ろ石」に つ い て

一
関東平野 西縁 ・加治 丘 陵 に分布す

　 る円れ き層の 意義 一．地 団研 第 61回総会 〔大 阪）講演 要 旨集

　 145．

関東平野西縁丘陵団体研究グル ープ （2010）関東平野西縁，下部更

　 新統仏子 層の 切 り通 し大露頭．地球科学，64 ： 147−148．

久津間文 隆
・
関東平野西縁丘陵 団体研究 グ ル

ー
プ （2008）関東平野

　 西 縁，加治丘陵に分布す る仏子層 下部 の 層相 と堆積環境，日本 地

　 質学会 関東支部第 2 阿研究発表会 「関東地 方の 地質」講演 資料集，
　 41−43．
Miall　AD （1977）A 　revievv

’
　of 　thc　braided・river 　dcpositional　enVironment ，

　 Earth−Science　Reviews，13 ：］−62．
Miall　AD （1978）Lithofacies　types　and 　vertical 　profile　models 　in　braided

　river　dcpoSits：Asummar ￥ In　Mia ］1　AD 　ed ．　Fluvial　sedirnentology ．
Canadian　Society　ofPetroleum 　Geol。gists，　Mem 。ir　5 ；597−604．

Miall　AD （1982）A皿 alysis　of 　fluvial　depositional　systems ．　Education

　course 　notc 　series ＃20，　American 　Association　ofPctroleum 　Geologists，
　75P，
村松敏雄 （2008）埼玉 県 加治〜毛 呂山丘 陵 に分布す る 火 山 灰層 の

　Fission　Track 年 代．フ ィ ッ シ ョ ン ト ラ ッ クニ ュ
ー

ス 　 レ タ
ー，

　21 ：23−26．
楡 井 　尊 （1992）入 間市仏 子付 近 の 下 部更新統，仏 了

一
層 の花粉化石

　につ い て．埼モ県立自然史博物館研 究報告，10 ：47−54．
楡 井 　尊 （1995）入 問市元加 治付近の 仏子層下部 の 花粉化石．埼 玉

　県立 自然史博物館研究報告，13 ：21−28．
小 幡喜一

（1997）入 間市牛沢 町の 仏子層 （下部更新統 ）産の 貝化石

　群集お よび 生 痕化石 と古環境 埼玉 県立 自然 史博物 館研 究報告，
　 15 ：33−4L
小 幡 再

．．・・石 田吉 明 ・大森 昌衛 ・関東 平野西 縁 匠陵研 究 グ ル ープ

　（1991）埼玉 県加治 巳陵の 仏子層 （L総層群）の 化石生管．地球

　科学，45 ：47−50．
奥谷喬司 （2000） 日本近海産貝 類図鑑，東海大学出版会，東京，

　1221p．
斎藤 文紀 （1989） 陸棚 堆積物 の 区分 と 暴風 型 陸棚 にお ける 堆積相．
　地学雑，981350rs65．
坂本 　治・町田瑞 男・本間岳史・猪 山　健 ・本名信一島 m 賢舟 （1988）
　埼玉 県狭山市笹井産アケ ボノ ゾ ウの 骨格化石の 産出 につ い て、埼

　玉県自然史博物館研究報告，6133 −40．
笹井化 石林 グル ープ （1984）埼玉県西 部 ・入 間川河床 に 分布す る 笹

　非化石林 と周辺の 地質．埼玉県自然史博物館研 究報告，12 ：67−
　 80，
柴 　正博 ・中本 裕介 ・横 山謙二 ・高橋 孝行 （2007a）掛 川層群 と小

　 笠層群の シ
ー
ケ ン ス 層序 と鮮新世か ら更新 i比の 1箜起 と海進．地 学

　 団体研 究会 第 6／回総会 〔大阪）講演要 旨集，25−28，
柴 　正 博 ・横山謙二 ・赤尾竜 介 ・加瀬哲也 ・真田留美 ・柴田 早苗 ・

　 1［1本 武史 ・宮本綾 子 （2007b）掛 川 層群 k部層 に お け る シ
ー

ケ ン

　 ス 層序 と生層序層序，亀井節夫先生傘寿記念論 文集，219−230，
正 田浩 μ1・菊地 隆男 ・鈴木毅彦 ・竹越 　智 ・関東平 野西縁丘 陵 団研

　 グル ープ （2005）関東平野西縁 に分布する飯能礫層下部層の テ フ

　 ラ　層 序 と広域 対 比．地球科学，59 ；339−356，

鈴木
・
久 （1995）滋賀県野 洲川，現世河 川 堆積物の 堆積史と洪水氾

　 濫堆積物 の 堆積 機構．地質雑，101：717−728，
鈴木一

久 （2DOO）洪水氾濫の 堆積学 礫質河川 野洲 川 に お け る交 互

　 砂州堆積物 の 形成 史 と堆積 機構．地 団研 専報 48号，地学団体研

　 究会，東京，69p．

高野繁昭 （1994）多摩丘 陵の 下部更 新統上 総層群の 層序．地質雑，
　 ！eo ：675−691，
竹 越 　智

・
石垣 　忍

・
足 立久男

・
藤田 至 則 （1979）関東 山 地 東縁 の

　 鮮新一更新世 の堆積 盆地 の発生 に 関す る研究．地質雑 85 ：557−

　 569．

植木岳雪・酒 井　彰 （2007）青梅地域 の地 質．地域地質研 究報 告 （5

　 万分の 1地質図副 ），産総研 地質調査総合セ ン ター，ユ89p．

植木岳雪 ・鈴木毅彦
・
水野清秀 （2006）古地磁気，広域テ フ ラ に よ

　 る関東平野 西縁，加治 （阿須 山）丘陵 の 鮮新 一下部更 新統の 層序

　 と編年，目本 簾四紀 学会講演要 旨集，36 ：100−101．
八 木

．
ド晃 司 （2001）岩相 解析 お よび堆 積構 造．古 今 書院 東 京，

　 222P．

（27）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Association for the Geological Collaboration in Japan (AGCJ)

NII-Electronic Library Service

The 　Assooiation 　for 　the 　Geologioal 　Collaboration 　in 　Japan 　（AGCJ ｝

174 関東平野西縁丘陵団体研究グ ル ープ

「．
関東平野西縁丘陵団体研究グ ル ープ．2010．関東平野西縁，加治丘陵 に分布する 下部更新統仏子層下部の層相

と古環境 地球科学，64，159−1　74．

Collaborative　Reserch　Group　for　Geology　ofthe 　Western　Hills　ot
’
　the　Kante　Plain．2010．　Facies　and 　pale  enviro   ent 　ofthe

lower　paエt　ofthe 　Bushi　Formation　fbm 　K 両i　HM
，
　on 　the　westem 　Kanto　P］ain

，
　Japan．　 Earth　Scicnce（Chikyu　Kaga   ），64，

159−174．

要　旨

　関東平野西縁 丘陵の
一

つ で あ る 加治丘陵に は飯能層，仏子層，豊岡層が分布する，下部更新統仏子層 は シル ト

層，砂層，礫層 お よ びそ れ らに 挟在す る テ フ ラ 層か ら なる．筆者 らは仏子層下部 を対象 に調査 を行い ，7 枚の 鍵

層テ フ ラ を認定した．また，侵食面，層相，堆積構造お よ び含有化石 に基 づ き，下位よ りユ ニ ッ ト 1〜ユ ニ ッ ト

5 に区分 した，各 ユ ニ ッ トの堆積環境 は，ユ ニ ッ ト1 は干潟お よび沼沢地，ユ ニ ッ ト3 は河口 お よび干潟 ユ ニ

ッ ト4 は網状河川，ユ ニ ッ ト5 は調査地西部で は扇状地，調査地東部で は湿地や 沼沢地と考えられ る．

　 また，ユ ニ ッ ト2 は 下位 よ りサ ブユ ニ ッ ト2−a・
一

サブユ ニ ッ ト2−d に細分 され，堆積環境 は 次の ように移 り変

わ る．すなわ ち，サブ ユ ニ ッ ト2−a は網状河川お よ び 湿地，サ ブユ ニ ッ ト2−b は河口お よび 干潟．ラ ビ ン メ ン ト

面 を経て，サ ブユ ニ ッ ト2−c は海進 ラ グ，そして，サブユ ニ ッ ト2−d は浅海で ある、こ の ように，ユ ニ ッ ト2 は

1回の 海水準変動を反映 して堆積 した もの で ，こ れをもた らした海進 は飯能層堆積後最初 の 大規模海進の 可能性

がある．そ の 年代は，テ フ ラ の フ ィ ッ シ ョ ン トラ ッ ク年代 や 他地域 との 地層対比を検討すると，約 2，0Ma と考

えられる，

1
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